
６月４日 壮行会 

  学 校 だ よ り 
                      令和３年６月 10日 上田市立第二中学校 №３ 

夢をあきらめない ～石黒由美子さんの生き方～ 校長講話から 

石黒由美子さんは、1983 年愛知県に生まれます。小さい頃からバレエを習い、その日も大好きだった

バレエの練習日でした。小学２年生の由美子さんは、迎えに来た母親の和美さんの車に乗った際、前方

から反対車線に飛び出してきた暴走車が突っ込み、その衝撃でフロントガラスに顔面を強打します。運

ばれた病院で、顔面は 540 針、口の中は 260 針を縫い、三日後に意識を取り戻しますが、記憶喪失、顔

面麻痺、難聴、視力障害、学習障害、記憶障害、三半規管異常、と多くの後遺症が残ります。しかし、

母の支えを受け、由美子さんのリハビリは始まります。 

小学校へ復帰しますが、学習障害といじめで孤立します。くじけそうになる心を由美子さんは、未来

を書き留める「夢ノート」を書くことでうめていきます。毎日一つ一つ、小さなことから逃げず向かっ

ていき、夢が達成できたら「ありがとう」と言って消していったそうです。 

そんな毎日の中で、アキレス腱を切ってバレリーナの夢をあきらめた主人公がシンクロに取り組むテ

レビドラマを見ます。由美子さんはその姿に感動し「シンクロでオリンピックに出る」という夢を「夢

ノート」に書き込み、専門クラブの門をたたきます。しかし、三半規管にダメージが残っている由美子

さんは、小学校高学年になってもシンクロの成績は伸びず、予選落ちを繰り返します。もっていくとこ

ろのない腹立たしさを由美子さんは母にぶつけます。「何もできない！」しかし、「事故があったから今

はできないんだよ。由美子には、オリンピックに 20 歳に出るという夢があるのでしょ。それなら、逆

算して、スケジュールを立てよう！」という母の言葉に由美子さんはハッとします。 

努力が実を結んだのは、６年生で出場したジュニアの全国大会でした。技術の正確さを競うフィギュ

ア種目で５位に入賞したのです。無名の選手が名前を呼ばれて、会場にどよめきが起こります。地元名

古屋のシンクロ・クラブで、「落ちこぼれ」が一転エースになったのでした。高校２年の夏には、ジュニ

アの全国大会で準優勝し、翌年、日本代表になります。日本代表として出場したアメリカで開かれたジ

ュニア・ワールドカップでは、チーム２位と、世界の舞台に躍り出ます。国内外の大会で着実に成績も

伸び、順風満帆。2003 年 12 月。アテネ五輪代表選考会に 20 歳で臨みます。「日本代表９人の枠には絶

対入れる。」そう信じて疑わない由美子さんがいました。しかし、結果は 10 番。代表から漏れてしまい

ます。「つらい練習に耐え続けた、あの努力と時間は、いったい何だったの？」。由美子さんの心が、音

を立てて折れます。そして、シンクロクラブを去り、自宅を飛び出してアパートにこもってしまいます。

一人生活をする由美子さんがインフルエンザにかかったとき、幼馴染みが看病してくれます。その姿に

由美子さんは自分の夢を取り戻します。「もう一度オリンピックに挑戦しよう」 

2008 年８月 22 日、北京オリンピック。由美子さんは、シンクロナイズド・スイミングの競技会場の 

プールサイドに立っていました。由美子さんは、チーム種目を演じる８人の中にいました。テクニカル

ルーティンは４位。総合結果は５位で、メダルを逃してしまいました。

しかし、帰国した由美子さんに祝福の声が待っていました。「障害を

乗り越えて五輪の舞台に立った」ことをたたえる報道が一足先に届い

ていたのです。由美子さんの夢は叶いました。 

夢は決して一人で叶えられるものではありません。くじけそうにな

ったとき、信じる人の心が、支える人の心が、共に歩んだ仲間の心が、

前を向く勇気を与えます。そうして前を向いたとき、夢はもう一つ確

かなもの・大きなものになっていくのでは

ないかと思います。 

いよいよ３年間求めてきた夢に挑戦する

大会が目前に迫ってきました。夢に向かい、

仲間と共に夢に挑んできてください。 
 
 

 

http://mixi.jp/view_community.pl?id=780754


第１回生徒総会   本年度の生徒会活動が本格的にスタート ! 

  スローガン『Think Link Thank ～響かせよう思いのトライアングル～』 

 

 

 

 

 

 

 

   
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜今後の予定＞ 
※今後、「新型コロナウイルス感染予防」に伴い、日程や内容が変更される可能性もあります。変更の
場合はその都度ご連絡しますので何とぞご了承ください。 

   

６月１２日（土）～１３日（日）中体連東信地区予選大会①② 

  １５日（火）学年費引落日 

  １８日（金）授業参観日② 学年学級ＰＴＡ 

  ２０日（日）PTA 作業  東北信水泳競技大会 

中体連東信地区予選大会③（女子バレー） 

２２日（火）６年中学校体験  

  ２６日（土）～２７日（日）中体連東信大会 

  ２８日（月）計画休業日 

  ３０日（水）～７月１日（木）１学期期末テスト 

７月 ３日（土）～４日（日）県陸上競技大会、県水泳大会  

   ６日（火）地区生徒会② 給食費引落日 

   ８日（木）２年キャリア･フェス in 二中  

  １５日（木）学年費引落日 

  １６日（金）県大会壮行会 吹奏楽壮行演奏会 

  １７日（土）～１８日（日）中体連県大会 吹奏楽東信大会 

  １９日（月）１学期終業式  

        ３年個別懇談会 ～２６日（月） 

  ２０日（火）１年白駒池周遊・牧場体験 

スクールカウンセラー来校日 

    （６・７月） 

６月２２日（火） 

７月 ２日（金） 

７月１３日（火） 

時間：10：50～16：00 

＊相談の希望（生徒・保護者）

がありましたら、担任または

教頭までお申し出ください。 

最初の 15 分は全校で集まって本年度

のスローガンの承認が行われました。 

後半は、放送を使って教室で参加。

質疑応答は放送室で行われました。 

 高校の授業を体験  

 

  

 

５月 14 日に３年生が上田西高校の出前授業を受
けました。タブレットを使った ALT との英語の授
業、高校数学入門、DNA の抽出について学ぶ生物、 
物質の三態変化について学ぶ物理・科学の４つの講
座に分かれて体験しました。実際の高校の授業を体
験したことで、高校進学への思いをより強くしたよ
うです。 

 

 

２年生から１年生へ 学習の成果を発表  

ｷｬﾘｱｳｫｰｸﾗﾘｰ ポスターセッション 

 

 

 

 

 

 

事業所でのインタビューから得た自己課題の答え
をわかりやすく伝えようと、指で指しながら説明し
たり、１年生の反応を見ながら語りかけたりする２
年生の姿と、質問や感想を積極的に述べる１年生の
姿がありました。 

 

放送室の様子 


